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一
　
般 

　
質
　 

問

議　

員　

当
市
に
は
十
和
田

湖
、
奥
入
瀬
渓
流
、
八
甲
田
山

と
い
う
国
立
公
園
や
、
ま
さ
ぶ

き
屋
根
、
小
店
通
り
、
町
屋
な

ど
を
計
画
的
に
誘
導
し
、
碁
盤

の
目
状
に
さ
れ
た
新
渡
戸
親

子
に
よ
る
町
並
み
が
あ
る
。
こ

れ
ま
で
は
官
庁
街
通
り
に
多

額
の
経
費
を
投
入
し
て
き
た

が
、
こ
れ
か
ら
は
市
街
地
、
農

村
部
、
丘
陵
地
帯
、
牧
場
な
ど

の
あ
ら
ゆ
る
点
に
つ
い
て
、
市

民
や
専
門
家
の
意
見
を
踏
ま

え
、
五
十
年
後
、
百
年
後
の
美

し
い
十
和
田
市
づ
く
り
の
た

め
に
景
観
形
成
条
例
を
制
定

す
る
べ
き
で
は
。

市　

長　

先
人
に
よ
る
す
ば

ら
し
い
町
並
み
を
残
す
に
は
、

広
く
市
民
の
意
見
を
聞
く
場

が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

建
設
部
長

　
市
民
と
行
政
の

協
働
に
よ
り
、
魅
力
あ
る
景
観

づ
く
り
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
都
市
景
観
条
例
の
制
定
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

議　

員　

八
郷
地
区
か
ら
佐

井
幅
地
区
及
び
旧
駅
ビ
ル
か

ら
高
清
水
地
区
の
稲
生
川
周

辺
に
つ
い
て
、
優
先
し
て
景
観

整
備
を
し
て
ほ
し
い
。

建
設
部
長

　
八
郷
地
区
か
ら

佐
井
幅
地
区
に
つ
い
て
は
、
所

有
者
の
整
備
方
針
の
確
認
を

進
め
ま
す
。
旧
駅
ビ
ル
か
ら
高

清
水
地
区
に
つ
い
て
は
、
都
市

計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
よ

り
、
憩
い
の
場
と
な
る
親
水
公

園
と
し
て
整
備
す
る
こ
と
と

な
っ
て
お
り
、
今
後
地
域
住
民

な
ど
の
意
見
を
伺
い
な
が
ら

検
討
を
進
め
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

議　

員　

防
風
林
地
に
植
栽

さ
れ
た
、
ツ
ツ
ジ
や
広
葉
樹
及

び
周
辺
の
維
持
管
理
徹
底
を
。

建
設
部
長

　
作
業
員
を
増
員

し
、
草
刈
り
回
数
を
倍
に
し
て

い
ま
す
。
今
後
は
ウ
ッ
ド
チ
ッ

プ
等
を
敷
き
、
市
民
が
憩
え
る

よ
う
な
整
備
を
考
え
て
い
ま

す
。

議　

員　

高
齢
者
世
帯
の
安

全
、
安
心
を
確
保
す
る
た
め
の

見
守
り
対
策
は
。

健
康
福
祉
部
長

　
こ
れ
ま
で

の
配
食
サ
ー
ビ
ス
時
等
の
安

否
確
認
に
加
え
、
市
全
体
で
見

守
る
仕
組
み
を
構
築
す
る
た

め
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
示
し
た

冊
子
の
毎
戸
配
布
や
機
運
の

醸
成
を
目
的
と
し
た
地
域
支

え
合
い
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

議　

員　

設
備
が
目
に
つ
き

や
す
く
、
低
炭
素
社
会
実
現
に

向
け
た
当
市
の
ア
ピ
ー
ル
に

も
な
る
風
力
発
電
設
置
の
考

え
は
。

企
画
財
政
部
長

　
視
覚
的
効

果
に
加
え
、
風
力
は
変
換
効
率

が
高
い
資
源
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
新
年
度
に
お
い
て
高
森
山

周
辺
に
実
証
設
備
を
整
備
す

る
こ
と
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

議　

員　

港
区
と
協
定
を
締

結
し
た
「
み
な
と
モ
デ
ル
二
酸

化
炭
素
固
定
認
証
制
度
」
の
概

要
は
。

農
林
部
長

　
こ
の
制
度
は
、
国

産
木
材
の
使
用
を
促
す
こ
と

で
、
港
区
内
に
お
け
る
二
酸
化

炭
素
固
定
量
の
増
加
と
国
内

の
森
林
整
備
の
促
進
に
よ
る

二
酸
化
炭
素
吸
収
量
の
増
加

を
図
り
、
こ
れ
に
よ
り
地
球
温

暖
化
防
止
に
貢
献
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
、
港
区
内
で
建
築

に
使
用
さ
れ
た
国
産
木
材
の

量
に
相
当
す
る
二
酸
化
炭
素

の
固
定
量
を
認
証
す
る
制
度

で
す
。
趣
旨
に
賛
同
す
る
と
と

も
に
、
十
和
田
市
産
木
材
の
利

用
機
会
の
拡
大
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

議　

員　

バ
イ
オ
マ
ス
活
用

推
進
計
画
に
、
子
供
た
ち
へ
の

環
境
教
育
を
盛
り
込
ん
で
は
。

企
画
財
政
部
長

　
現
構
想
か

ら
、
計
画
へ
の
移
行
を
検
討
す

る
際
に
、
環
境
学
習
も
含
め
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

風力発電設置の考えは

　　高森山周辺で検討中

景
観
形
成
条
例
の
制
定
は

　
　
条
例
制
定
は
今
後
の
課
題

畑 山　親 弘
（市政・社民クラブ）

江 渡　信 貴
（高志会）

視覚的効果も高い風力発電

将来にわたり美しいまちづくりを

議　

員　

市
庁
舎
で
の
ソ
ー

ラ
ー
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
効

果
と
他
公
共
施
設
へ
拡
大
す

る
考
え
は
。

民
生
部
長

　
市
庁
舎
で
は
、
電

気
料
金
が
年
間
約
三
十
六
万

円
節
約
に
な
っ
て
い
ま
す
。

企
画
財
政
部
長

　
平
成
二
十

五
年
度
に
十
和
田
中
学
校
と

甲
東
中
学
校
、
平
成
二
十
七
年

度
ま
で
に
大
深
内
中
学
校
、
第

一
中
学
校
、
十
和
田
湖
中
学
校

に
太
陽
光
発
電
設
備
と
蓄
電

池
の
整
備
を
予
定
し
て
お
り
、

省
エ
ネ
と
災
害
時
の
避
難
所

機
能
の
確
保
を
目
指
し
ま
す
。

議　

員　

一
般
家
庭
で
の
木

質
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
導
入

に
対
し
、
補
助
す
る
考
え
は
。

農
林
部
長

　
普
及
を
図
る
た

め
の
補
助
事
業
に
つ
い
て
検


